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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、同一人種であるが異なる環境・社会要因を有する日本人とモンゴル
人の顎顔面形態を比較研究することで、不正咬合発症要因ならびに不正咬合が子どもの健康に及ぼす影響を明ら
かにすることを目的とし、モンゴル国ウランバートル市における一般児童を対象とした顎顔面に関する実態調査
を行った。結果として、モンゴル国の思春期児童において、社会経済的要因が不正咬合発症に影響を与え、また
不正咬合により口腔関連QoLの低下を引き起こすことを明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：Since 1990, socioeconomic environment has changed drastically in Mongolia, 
change in traditional life style, food component, living environment and health system transition 
raised health related issues. The purpose of this study was to reveal etiologic mechanism of 
malocclusion and influence of malocclusion on children’s health, by comparative study of the 
maxillofacial morphology of Japanese and Mongolian with the same race but different 
environmental/social factors. 
Our overseas scientific investigation of maxillofacial morphology in a population-based sample of 
Mongolia revealed that socioeconomic factors in adolescent children influence prevalence of 
malocclusion and that specific types of malocclusion, increased overjet and deep bite, were 
associated with oral health-related quality of life.

研究分野： 歯科矯正学

キーワード： 歯学　疫学　顎顔面形態　モンゴル国
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景	 
	 近年、居住地域、気候ならびに食習慣を含
む生活様式が、下顎の形態に多様性を与えて
いるとの報告があるように、個々を取り巻く
社会環境が顎顔面形態に与える影響について
注目されてきている。アジアにおける同一人
種間においても、それぞれの国における環境・
社会要因が、顎顔面形態に何らかの影響を与
えている可能性が考えられる。一方、遺伝的
な要因による影響も示唆されており、遺伝的
な側面からの検討も必要であると思われる。	 
	 不正咬合の発症に関する知見が蓄積されつ
つあるものの、そのリスクファクターを明ら
かにしたコホート研究は少なく、不正咬合の
発症予防のための、説得力のある予防政策を
打ち出せないでいるのが現状である。	 
	 

２．研究の目的	 

	 同一人種であるが異なる環境・社会要因を

有する日本人とモンゴル人の顎顔面形態を比

較研究することで、不正咬合発症要因の解明、

ならびに不正咬合が子どもの健康に及ぼす影

響を明らかにすることを目的とした。具体的

に以下の研究計画を立案した。	 

	 

(1)	 モンゴル人思春期児童における不正咬合

と社会経済的状況との関連について	 

	 近年、社会経済的格差が疾患の罹患率に関

与しているとの報告が多く認められている。

しかし、不正咬合と社会経済的要因との関連

について検討した報告は少ない。そこで、昨

今経済発展の著しいモンゴル国で、一般集団

における思春期児童を対象に、不正咬合の発

症率を調査し、社会経済的要因が不正咬合発

症に与える影響を明らかにすることを目的と

した。	 

	 

(2)	 モンゴル国の思春期児童における不正咬

合と口腔関連 QoL との関連について	 

	 不正咬合と口腔関連 Quality	 of	 Life	 
(QoL)	 の関連について多くの報告が認められ
るが、対象とする地域や年齢が異なるため一
定の見解が得られていない。そこで、昨今経
済発展が著しく、社会環境が急激に変化して
いるモンゴル国において、一般集団における
思春期児童を対象に、不正咬合が口腔関連QoL
に与える影響について検討することを目的と
した。	 
	 
３．研究の方法	 
(1)不正咬合と社会経済的状況との関連につ
いて	 
	 モンゴル国ウランバートル市における 2 つ
の公立の学校に在籍する児童 557 名（男子
44.9%、11-16 歳、平均 12.8 歳）を対象に歯列
模型を作製し、矯正治療必要度指標（Index	 of	 
Orthodontic	 Treatment	 Need）に準じて、不
正咬合の診査を行った。社会経済的状況につ

いては、保護者の学歴、世帯収入、住宅の種類
についてカイ二乗解析を行い分布を調べた。
また他の生活習慣や身体状況について質問紙
を用いて調査し、それらを調整した robust	 
variance	 estimators によるポワソン回帰分
析を用いて解析した。	 
	 

(2)不正咬合と口腔関連 QoL との関連につい

て	 

	 ここでは、口腔関連 QoL に関する質問紙を
回収することができた児童449名	 [男子:	 208
名、女子:	 241 名、平均年齢:	 12.8 歳	 (9.9—
16.3 歳)	 ]	 を対象にした。(1)で記載した同
様の方法で口腔内診査を行い、不正咬合を矯
正 歯 科 治 療 必 要 度 指 標 	 (Index	 of	 
Orthodontic	 Treatment	 Need:	 IOTN)	 に準じ
て評価し、その特徴	 (上顎前突、過蓋咬合、
前歯部交叉咬合、臼歯部交叉咬合、叢生)	 の
抽出を行った。また、口腔関連 QoL について
は、4 つの質問領域	 (口腔内症状、機能障害、
精神面への影響、社会面への影響)	 から構成
されている Child	 Perception	 Questionnaire	 
(CPQ)	 を用いて評価を行った。検定に際して
は、多変量解析を用い、年齢、性別、齲蝕歯数、
ブラッシング回数、親の収入を交絡因子とし
て調整した。	 
	 
４．研究成果	 
(1)不正咬合と社会経済的状況との関連につ
いて	 
	 不正咬合の発症率は 35.2%（95%信頼区間
[CI]:	 31.2-39.2）であった（図１）。	 

	 	 
	 不正咬合と社会経済的状況の関連性につい
て、3 段階評価（低学歴：中卒以下、中等度学
歴：高卒または専門学校卒、高学歴：大学卒以
上）で行った母親の学歴に有意差が認められ
た。不正咬合の有病率比（prevalence	 ratio,	 
PR）は母親が高学歴の場合、低学歴の場合と
比 較 し て 高 い 傾 向 を 認 め （ PR=1.46;	 
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図２ 母親の学歴と不正咬合の発症率の関連性 



95%CI:0.96-2.2）、交絡因子を調整した場合で
は、有病率比が 1.76（95%CI:1.08-2.87）と有
意に高い結果となった（図２）。	 
	 モンゴル人思春期児童を対象にした実態調
査により、モンゴル国においては高学歴な母
親の子供ほど不正咬合の発症率が増加すると
いう結果を得た。今後、母親の学歴と不正咬
合発症の関係についてより詳細に検討してい
く必要がある。	 
	 著しく経済状況が変化している国において、
不正咬合発症メカニズムを明らかにするうえ
で貴重な基礎データを得ることができたと考
える。	 
	 

(2)不正咬合と口腔関連 QoL との関連につい

て	 

	 不正咬合と CPQ の合計点について、有意差

は認められなかった	 (口腔内症状:	 p	 =	 0.264、

機能障害:	 p	 =	 0.745、精神面への影響:	 p	 =	 

0.783、社会面への影響:	 p	 =	 0.948、合計点:	 

p	 =	 0.672)	 。しかしながら、不正咬合の種類

別に検討したところ、上顎前突では口腔内症

状	 (coefficient:	 0.66,	 95%	 CI:	 0.14–

1.19)	 、機能障害	 (coefficient:	 0.62,	 95%	 

CI:	 0.17–1.08)	 、ならびに社会面への影響	 

(coefficient:	 0.50,	 95%	 CI:	 0.06–0.93)	 と

の間に有意な関連性が認められた。また過蓋

咬合では口腔内症状	 (coefficient:	 0.54,	 

95%	 CI:	 0.23–0.84)	 お よ び 機 能 障 害	 

(coefficient:	 0.45,	 95%	 CI:	 0.19–0.72)	 と

の間に有意な関連性が認められた（図３）。モ

ンゴル人思春期児童を対象とした実態調査に

より、不正咬合のなかで上顎前突と過蓋咬合

において口腔関連 QoL の低下との関連性が認

められた。本研究は集団ベースで思春期児童

を対象に不正咬合の種類別と口腔関連 QoL と

の関連を明らかにした最初の報告である。	 
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